
○　本校の概要 令和8年3月5日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。
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③情報技術を適切に活用した授業の実施
を通して、情報活用能力の育成を図ってい
る。

3

②学校内外での様々な体験活動や自己評
価する習慣づくりを推進し、自ら考え判断す
る力や、他者と協働していく力の育成を図っ
ている。
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【これまでの取組】
・児童アンケートでは、肯定
的な回答は93％であった。
・学校ホームページを保護
者向け情報発信の基盤的
ツールとして機能させるため
に、情報部を中心とした
ホームページ更新及び保護
者向け情報伝達ツールによ
る発信を即時的に実施し
た。

【今後の改善策】
・各種情報をさらにリアルタ
イムで発信するなど、学校
からの情報発信を積極的に
行い、教育活動への理解を
図るようにする。

Ｃ

２：
70％
以上

３：
75％
以上

③教職員の業務適正化等に取り組み、児
童・生徒に教員が向き合う時間を確保する
等、ウェルビーイングを高める取組を行って
いる。

①インクルーシブ教育システムの構築に向
けて、教員の資質・能力の向上や校内にお
ける支援体制の充実、特別支援教室巡回
指導教員との連携等を行っている。

③スクールカウンセラーやスクールソーシャ
ルワーカーとの連携等、児童・生徒・保護者
が相談しやすい環境を整備し、一人ひとり
の能力や可能性を最大限に伸ばすことを意
図した指導や支援を行っている。

3

4

3

4

4

②教職員がそれぞれの専門性を生かした
り、地域の特色を生かしたりして教育活動を
行っている。

②避難訓練や安全指導日などを通して、危
険や災害に対する教育を関係機関と連携し
ながら進めている。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・安全
な学校生活づくりを踏まえて、学習環境を
整備している。

②学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見、早期対応等のた
めの組織的な対応を実施している。

4

③体育や保健体育の授業など様々な機会
を通して、健康教育や食育を推進し、基本
的な生活習慣の確立を図っている。

③現代社会における地球規模の課題を自
分事として捉え、その解決に向けて考え、
行動する力の育成を図っている。

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続を
行うため、保幼小の連携や小中一貫の視点
に立った教育を行っている。

方向性 取組指標

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引き出
す個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実の視点による授業改善を行ってい
る。

①STEAM教育等の教科等横断的な学びや
科学教育を推進し、課題解決力や新たな価
値を創造する力の育成を図っている。

①外国語教育指導員の活用などにより、英
語に慣れ親しみながら会話をする機会を増
やし、英語力やコミュニケーション能力の向
上、豊かな国際感覚の育成を図っている。

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、人
権教育を推進し、自分とは異なる文化や価
値観をもつ相手を理解し、互いに尊重し合
う心の育成を図っている。

社会の様々な課
題を自分事とし
て捉え、主体的
に考え、他者と
協働し、問題解
決していく意欲
や、予測困難な
未来社会を切り
拓いていくため
に重要な創造力
や課題解決力、
情報活用能力を
育成します。

Ｄ 2

Ａ 6

①道徳科を中心とした各教科等での学習な
どを通じて継続的に道徳教育を実施し、豊
かな情操や道徳心の育成を図っている。

②学習習熟度に応じた指導や個に応じた
学習支援、各種検定の実施を通して、すべ
てのこどもに確かな学力の育成を図ってい
る。

4

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

③家庭教育に関する情報の発信やPTAな
どと連携した講演会・学習会、またはその双
方を実施している。

②登下校の見守り活動等の、児童・生徒の
健全育成や安全指導に係る取組を地域の
協力により実施している。 4

①「地域コミュニティの核としての学校づく
り」を目指して地域と学校が連携・協働した
様々な活動を実施している。

4

学校評価
（保護者）
アンケート

「学校と保護者・地
域は、連携をとっ
て教育活動を行っ

ている」項目の

「よくあてはまる」
「あてはまる」

の回答
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地域コミュニティ
の核としての学
校づくりや地域
の特色を生かし
た学校づくりを進
めるとともに、学
校・家庭・地域が
連携・協働して、
地域社会全体で
こどもたちを育成
します。

目標に対する成果指標

6

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

4

4

7

1

Ｃ

学校評価
（保護者）
アンケート

「こどもは、安全に
関する知識を身に
つけ、対応の仕方
を理解している。」

の

「よくあてはまる」
「あてはまる」

の回答

【これまでの取組】
・保護者アンケートの肯定
的な回答は96％であった。
・どの学年もタブレット端末
等のICT機器を活用した授
業に、積極的に取り組ん
だ。

【今後の改善策】
・学習活動等におけるタブ
レット端末の効果的活用とと
もに、教科「おおたの未来づ
くり」を重点とした教育課程
を計画的に実施する。

【これまでの取組】
・児童アンケートでは、肯定
的な回答は95％であった。
・外国語に関する指導で
は、担当教員が中心となり
連絡・調整を進め、ALT講
師とも円滑にコミュニケー
ションを図りながら、取り組
むことができた。

【今後の改善策】
・外国語教育や校内研究等
を通して、児童の自己肯定
感の更なる向上とともに、深
い学びに資する指導の工夫
改善を図る。

4

【これまでの取組】
・保護者アンケートの肯定
的な回答は、91％であっ
た。
・指導教諭による示範授業
に関する還元研修を実施す
るなど、若手教員等の授業
力向上に向けた研修を計画
的に実施した。

【今後の改善策】
・校舎改築期における運動
機会の確保に向け、安全指
導の充実とともに機関連携
を継続する。

成果
評価

令和７年度　大田区立東調布第三小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

＊　学校規模（児童数684名、通常学級数23、通級指導学級3（言語2、弱視１）、特別支援教室1（拠点校）、教員39名）
＊　特色ある教育活動
   ○大田区学習効果測定を分析して作成した「授業改善推進プラン」に基づき、授業改善を行い、問題解決的な学習や体験的な学習を積極的に取り入れ、児童の基礎的・基本的学力の向上を推進している。
   ○１年生・２年生の学校探検や１年生・６年生の交流を図る活動、縦割り班活動を実施し、児童相互のよりよい人間関係をはぐくむとともに自主性を培っている。
   ○併設の「弱視通級指導学級」「言語障害通級指導学級」「特別支援学級（サポートルーム）」との連携や学校特別支援員の活用、個別指導計画・個別支援計画の活用を通し、特別支援教育を推進している。

校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の授
業力を向上させ
ます。また、質の
高い教育を実現
するため、学校
の組織的な運営
力を向上します。
あわせて、教師
がやりがいを
もって働くことが
できる魅力的な
環境づくりを進め
ます。
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学校関係者記入欄

4

Ａ
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Ｂ

・学習面では、教職員の方々が工夫され、児童
が意欲的に取り組んでいると思う。
・タブレット端末を自在に使いこなすことによっ
て、問題解決能力が高められている。

・日本の伝統文化を大切にしながら世界に視
野を広げ「みんなちがってみんないい」というこ
とに気づいて、のびのびと学んでいかれるよう
になってほしい。
・ALT講師の方とのコミュニケーションは取れて
いる。
・語学力の必要性は今や当たり前。それ以外
に自国の文化・風習などを身に付けることも必
要。
・外国語教育を通して、「友達やクラスの仲間を
大切にしている。」との評価にどうつながるのか
を詳しく知りたい。
・外国語を通してコミュニケーションをとることが
友達との関わり合いに特別に「友達を大切にし
ている。」ことにつながるのか分かりづらいので
判断できず。

・乳幼児期からということはなかなか難しいと思
うが、保育園の子がお散歩しているところを見
かけたら、大人が声をかける、挨拶するような
姿を見せていくこともつながりとなり、教育の一
歩となるのではないかと考える。
・研修については、若手教員がとてもイキイキ
としていた。今後もそのような機会を確保して
悩みを共有したりする機会を作っていってほし
い。
・読書習慣を小さいころから身に付けさせる工
夫をしてほしい。読書は、人間形成に一番役に
立つ。物事の考え方、善悪の判断が学べる。
・保幼小の連携は、どのような形で行われてい
るのかを知る機会が少なく感じる。

学校評価
（保護者）
アンケート

「こどもは、学校生
活を楽しんでい

る。」の

「よくあてはまる」
「あてはまる」

の回答
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英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高
めるとともに、我
が国や郷土の伝
統文化に触れ、
尊重する心や、
協力していく態
度を育成します。
また、国際社会・
地域社会に関心
をもち、持続可
能な社会を形成
していく態度を形
成します。
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児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。
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を
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援

し
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す

困難のある児
童・生徒一人ひ
とりの状況にあ
わせて教育環境
を整えるととも
に、相談機能の
充実を図ること
で、すべての児
童・生徒が自分
らしくいきいきと
生きるための学
びを支援します。

学校評価
（児童）

アンケート

「友達やクラスの
仲間を大切にして

いる。」の

「よくあてはまる」
「あてはまる」

の回答

学校評価
（保護者）
アンケート

「教師は、学力を
身につけさせるた
めに指導の工夫を

している。」の

「よくあてはまる」
「あてはまる」

の回答

学校評価
（児童）

アンケート

「自分のよいところ
を知っている」の

「よくあてはまる」
「あてはまる」

の回答

学校評価
（保護者）
アンケート

「こどもは、学校の
授業で力がついて

いる。」の

「よくあてはまる」
「あてはまる」

の回答

３：
75％
以上

２：
70％
以上

3

学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向
上させるための
教育を推進しま
す。
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【これまでの取組】
・児童アンケートでは、肯定
的な回答は94％であった。
・避難訓練・安全指導の計
画的実施とともに、地域の
関連機関への協力要請に
よって、災害安全に向けて
の意識醸成を図った。

【今後の改善策】
・校舎改築期における学校
施設の安全確保に向けて、
関係各課・諸機関との連携
を継続する。

Ｄ
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Ｂ

Ｂ

Ｃ

4

・工事のため校庭が無い中、児童はとても工夫
をして過ごしていると思う。安心安全に生きてい
くための知識や知恵を身に付ける機会がたくさ
んあると思う。
・先生方はそれなりに一生懸命に取り組んでい
る。
・地域との連携を積極的に深めてほしい。（災
害・安全）

・学校、地域、保護者の連携は取れている方だ
と思います。欲を言えば、もっと本音を言い合
い、本当の問題解決に取り組めるように出来た
らと願います。
・地域神社のお祭りに参加する。合唱団の姿を
見て、今後もこうした協働連携を大切にした
い。
・先生方はそれなりに一生懸命に取り組んでい
る。
・地域として学校と連携、協働した活動を２０年
以上行っているが、当日の学校側からの参加
が少なく、不安を感じる。働き方改革を推進し
ている現状下では務ずうかしいのか。

・教職員の方々は一生懸命に頑張ってくださっ
ていますが、本来の持ち味を生かせていない
方が多いように感じる。
・教師に対する能力向上方法が、どのようにな
されているのかわからないが、児童の成長度
合いから良い結果が出ているので、間違って
はいない。
・各学年の状態はわからないが、５年生の担任
４人中２人が病欠。残り２人のうち１人もその責
務を認識しているのか疑問の状態。
・５年生の先生が２人休職中とのお話を聞い
た。先生方全員がやりがいを持って働かれて
いるかは不明。

【これまでの取組】
・保護者アンケートの肯定
的な回答は、97％であっ
た。
・教科「おおたの未来づくり」
の校内研究等を通して、教
科等横断的な学習指導の
充実を図った。
・教員の専門性を生かし、
校内研修の講師に指名する
など、効果的な研修体制を
構築した。

【今後の改善策】
・登校支援が必要な児童、
学習に課題のある児童への
対応のために、家庭と協力
しながら、個別の支援の充
実を図る。

4

・児童は大人が思っている以上に大人でシビア
である。問題が起こっても、現実は先生に相談
できず、誰に相談したらよいかわからず、もん
もんとしている子がいる。もっと安心して前に進
んで行けるように学校側が「安心の砦」になっ
てほしい。
・自己評価が低いのは、学校経営の根幹に関
わること。
・学校内外における問題に何かとご苦労されて
いると推察されるが前向きに取り組まれている
と評価したい。
・成果評価が低すぎると感じる。

【これまでの取組】
・児童アンケートでは、肯定
的な回答は72％であった。
・いじめ、問題行動、不登校
などの対応について、定期
的な情報共有と校内研修を
実施している。また、個別の
問題解決に向けて、校内支
援委員会等を通じて臨機応
変に対応した。

【今後の改善策】
・校内研究・研修の充実が
児童の自己肯定感向上に
資するよう、計画の見直しを
図る。
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Ｃ


